





2013 年 12 月４日に参議院本会議で「障害者権利
条約」（Convention‥on‥the‥Rights‥of‥Persons‥with‥
Disabilities‥:‥CRPD）の批准案が全会一致で可決さ
れた（衆議院は 11 月 19 日に本会議で可決）。これ
に伴い、日本政府は国連に対して批准の手続きに入
り、2014 年１月 20 日に批准書が国連事務総長に寄
託され、それから 30 日目の２月 19 日に効力が発
効した。日本は 140 番目の批准国となる（他にEU


















































































































































































































































































































2013 年９月 27 日に「第三次障害者基本計画」を閣
議決定している。そこで、はじめて「高等教育にお
ける支援の推進」という項目が立てられ、その中で
障害学生に対する各種の支援を図っていくことが
述べられるに至った。これまで、初等中等教育と比
較して、等閑視されてきた感のある大学における障
害学生支援についても国が本腰を入れ始めたこと
が、このことからも理解できるだろう。
もちろん、合理的配慮についてはまだその中身が
定まったわけではなく、そもそも個別性の高い性質
である以上はそれを定式化することには困難が伴
うことは否定できない。それでも、関西学院大学、
あるいは学校法人関西学院としては、そのミッショ
ンからしてこの度の「開国期」に果敢に挑戦してい
く役割を引受け、それによってその存在価値を発揮
していくべきではないだろうか。この問題を、個別
の学生支援レベルに矮小化するのではなく、本学、
大学における障害学生支援のあり方と合理的配慮の考え方
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